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令和２年３月定例会一般質問通告一覧

◎３月１０日（火）予定

通告順１番 三浦和一（議席番号２４番）

１ 「市民公開ＧＩＳ」の活用について

２ 「終活支援事業」について

３ ゆうゆうバス「くまぴあ号」の試験運行について

通告順２番 腰塚菜穂子（議席番号１０番）

１ 超高齢社会を見据えた共生の地域づくり

－包括的支援体制の構築を目指して－

通告順３番 小島正泰（議席番号１１番）

１ 熊谷モデルについて

２ 新型コロナウイルスへの対応について

３ 環境行政について

通告順４番 石川広己（議席番号１３番）

１ 令和２年度当初予算（案）について

２ 人事評価制度について

３ 公共施設のエアコン点検について

－公立保育所を中心に－

通告順５番 林 幸子（議席番号１７番）

１ 世界かんがい施設遺産登録申請に関する熊谷市の取組について

２ 自転車利用環境の整備について

通告順６番 田中 正（議席番号５番）

１ フレイル対策について
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◎３月１１日（水）予定

通告順７番 沼上政幸（議席番号３番）

１ これからの自主防災訓練について

２ ゆうゆうバスの体験モデルコースの導入について

通告順８番 千葉義浩（議席番号９番）

１ 市民体育館、荒川緑地、荒川公園等の総合的な施設計画について

⑴ 魅力的な立地

⑵ 個別施設計画

⑶ 総合的な施設計画

通告順９番 白根佳典（議席番号１番）

１ 公共施設アセットマネジメントについて

２ 熊谷市の財政について

通告順１１番 黒澤三千夫（議席番号２０番）

１ スポーツ環境の更なる充実を求めて

通告順１２番 山下一男（議席番号６番）

１ スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）から稲を守るために
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◎３月１２日（木）予定

通告順１３番 守屋 淳（議席番号１６番）

１ 今後に備える治水対策について

⑴ 浚 渫、堆積土砂等の河川の課題について
しゅんせつ

⑵ 雨水桝、排水溝等の清掃について
ます

⑶ 旧大里地区の相上堤の安全性について

２ マイナンバーカードによる「マイナポイント制度」について

通告順１４番 小林一貫（議席番号２２番）

１ ２０２０年度教育改革について

２ 本市の水道事業について

通告順１５番 大山美智子（議席番号２５番）

１ 教員の変形労働時間制を導入しないよう求める

２ 国の公務員マイナンバーカード取得通知に対する本市の対応は

３ ゆうゆうバスの充実とデマンドバス導入に向けた見通し

４ 住宅リフォーム資金補助事業を更に使いやすくするために

通告順１６番 新島一英（議席番号４番）

１ 熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」周辺の土地利用について

⑴ 「くまぴあ」の施設の拡充について

⑵ 避難所としての「くまぴあ」について

⑶ 熊谷学校給食センターについて

通告順１７番 大久保照夫（議席番号２９番）

１ スポーツ・観光について

２ 市長のハートフル・ミーティングについて

通告順１８番 桜井くるみ（議席番号２３番）

１ 不登校等の子どもの居場所の拡大を

２ 農業用ため池と水田を守る支援を

３ 紙おむつ給付事業の対象者の拡大を

通告順１０番 森 新一（議席番号２６番）

１ ラグビーワールドカップ２０１９の熊谷開催の結果について

２ ジャパンラグビートップリーグのパナソニック ワイルドナイツの熊谷市への移転決定に

ついて本市の対応は
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◎３月１３日（金）予定

通告順１９番 関口弥生（議席番号１８番）

１ 新たな活力を生み出す安心社会の構築を

－ＳＤＧｓをどう政策に反映させるのか－

２ 一人一人に合った栄養バランスの良い食事を

－配食サービス事業の栄養管理について－

通告順２０番 中島千尋（議席番号２番）

１ 新型コロナウイルス対策について

２ 市営住宅の在り方について

通告順２１番 鈴木理裕（議席番号８番）

１ 超スマート社会（Society5.0）の到来を見据えた学校教育・学びの在り方について

通告順２２番 権田清志（議席番号１２番）

１ 未来へ向けた投資について

⑴ 熊谷市人口ビジョン・総合戦略から

⑵ スマートシティ推進事業について

⑶ 予算構成について

通告順２３番 富岡信吾（議席番号２７番）

１ 熊谷のスポーツツーリズムとスポーツ環境の整備

２ 太陽光発電施設設置の問題点と規制のその後

通告順２４番 影山琢也（議席番号７番）

１ 新たな地域産業支援について考える

⑴ 工業振興策について

ア 本市の工業を取り巻く環境

イ 本市の工業団地の現状、将来展望

ウ 人手不足解消に向けて

⑵ 金融機関との連携について

ア 融資制度等

イ 現在の協働での支援体制、取組

ウ 地域活性化ファンド等の新たな施策の考え


